
10Rinya

本
報
告
書
は
三
つ
の
章
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
第
一
章
で
は
森
林

の
生
物
多
様
性
の
損
失
の
問
題
が
私
た

ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
記
述
し
て
い

ま
す
。
生
物
多
様
性
は
、
①
食
料
、
木

材
、
遺
伝
子
資
源
な
ど
の
供
給
、
②
気

候
、
水
質
な
ど
の
調
節
、
③
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
文
化
的
享
受
、
④
花
粉
媒

介
、
栄
養
塩
循
環
な
ど
の
基
盤
等
、
様
々

な
便
益
（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）
を
提
供
し

て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
生
物
多
様
性
の

損
失
は
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
維
持
や

人
類
の
存
続
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
今
後
、
地
球
温
暖
化
に
よ
っ

て
種
の
絶
滅
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
と
同
等
に
重
要
な
問
題

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
拡
大
造
林
に
伴
う

天
然
林
の
減
少
、
里
山
林
の
放
置
、
人
工
林
に

お
け
る
間
伐
等
の
放
棄
、
新
植
面
積
の

急
激
な
減
少
と
齢
級
構
成
の
不
均
一
化
、

シ
カ
の
増
加
に
よ
る
下
層
植
生
の
消
滅
や
植
生

の
単
純
化
等
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
生
物

多
様
性
の
損
失
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

第
二
章
で
は
、
森
林
に
お
け
る
生
物
多

様
性
の
保
全
に
向
け
た
望
ま
し
い
方
向

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

野
生
生
物
種
は
地
域
固
有
の
様
々
な
自

然
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
存

を
維
持
し
て
お
り
、
原
生
的
な
自
然
環

来
年
は
「
国
際
生
物
多
様
性
年
」
で
す
。
ま
た
、
我
が
国
（
愛
知
県
）
で
生
物
多
様
性
条
約
の
第
一
〇
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が

開
催
さ
れ
る
節
目
の
年
で
す
。
世
界
の
陸
地
面
積
の
約
三
割
を
占
め
る
森
林
に
、
陸
上
の
生
物
種
の
約
八
割
が
生
息
・
生
育
し
て
お
り
、

森
林
は
、
生
物
多
様
性
の
確
保
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
林
野
庁
で
は
、
昨
年
一
二
月
に
外

部
有
識
者
九
名
で
構
成
す
る
「
森
林
に
お
け
る
生
物
多
様
性
保
全
の
推
進
方
策
検
討
会
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
五
回
に

わ
た
る
議
論
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
報
告
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

森林における生物多様性の保全及び
持続可能な利用の推進方策について

森林における生物多様性保全の推進方策検討会委員名［五十音順・敬称略］

・秋庭悦子・ ・・・・・・・・ 特定非営利活動法人グリーンコンシューマー東京ネット理事
・有馬孝禮・ ・・・・・・・・ 宮崎県木材利用技術センター所長（座長）
・合瀬宏毅・ ・・・・・・・・ 日本放送協会解説委員
・清野嘉之・ ・・・・・・・・ 独立行政法人森林総合研究所温暖化対応推進拠点長
・楠部和弘・ ・・・・・・・・ 日本林業同友会理事
・高松健比古・・・・・・・・ 財団法人日本野鳥の会監事
・田中惣次・・・・・・・・・ 全国林業研究グループ連絡協議会会長
・横山隆一・ ・・・・・・・・ 財団法人日本自然保護協会常勤理事
・鷲谷いづみ・・・・・・・・ 国立大学法人東京大学大学院農学生命科学研究科教授

シカの食害により成立したアセビ（忌避植物）の優占林（宮崎県）



11 林野　2009.08

境
を
必
要
と
す
る
生
物
の
ほ
か
、
人
為
に

よ
る
攪
乱（
伐
採
等
）や
自
然
の
攪
乱（
噴

火
、
火
災
、
洪
水
、
風
倒
等
）
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
二
次
的
な
環
境
下
に
適
応

し
て
生
息
・
生
育
す
る
生
物
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
単
に
希
少
種
や

原
生
的
な
自
然
環
境
を
保
護
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
森
林
資
源
の
持
続
的
な
利

用
等
を
通
じ
て
、
地
域
固
有
の
立
地
条

件
に
応
じ
、
多
様
な
タ
イ
プ
、
多
様
な

林
齢
の
森
林
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
森
林

計
画
制
度
の
的
確
な
運
用
を
通
じ
、
間

伐
の
適
切
な
実
施
は
も
と
よ
り
、
一
定
の

規
範
に
基
づ
き
森
林
生
態
系
の
生
産
力

の
範
囲
内
で
資
源
を
循
環
的
に
利
用
す

る
こ
と
が
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
寄

与
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
生
物
の
多
様
性
は
科
学
的
に
解

明
さ
れ
て
い
な
い
要
素
が
多
く
、
こ
れ
ら

不
確
実
性
を
減
ら
す
た
め
の
調
査
研
究
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
当
初
の
予
測
ど
お

り
と
な
ら
な
い
事
態
も
起
こ
り
得
る
こ
と

を
想
定
し
た
う
え
で
、
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
な
が
ら
そ
の
結
果
に
合
わ
せ
て

対
応
を
変
え
る
順
応
的
管
理
の
考
え
方
が

重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
流
域
を
単
位
と

し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
①
生
物
多

様
性
の
評
価
軸
と
な
る
森
林
植
生
の
変
化

等
に
関
連
す
る
指
標
群
を
設
定

し
、
森
林
生
態
系
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
等
を
活
用
し
な
が
ら
個
々

の
指
標
ご
と
に
現
状
を
捉
え
る

こ
と
に
よ
り
地
域
全
体
の
森
林

の
植
生
構
造
の
変
化
等
を
把
握

し
、
②
そ
の
よ
う
な
科
学
的
・

客
観
的
な
分
析
を
通
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
流
域
に
お
い
て
、
生
物

多
様
性
の
保
全
を
図
る
上
で
の

政
策
課
題
を
関
係
者
の
合
意
に

よ
り
明
ら
か
に
し
、
③
そ
れ
を

森
林
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く

と
い
う
、
森
林
計
画
策
定
プ
ロ

セ
ス
の
よ
り
一
層
の
透
明
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

第
三
章
で
は
、
森
林
に
お
け

る
生
物
多
様
性
の
保
全
及
び
持

続
可
能
な
利
用
に
向
け
た
具
体

的
施
策
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
り
、
森
林

の
適
切
な
整
備
・
保
全
、
里
山
林
の
持
続

的
な
利
用
に
よ
る
再
生
、
緑
の
回
廊
の
設

定
等
に
よ
る
森
林
生
態
系
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
、
シ
カ
等
の
野
生
動
物
に
よ
る

被
害
の
防
止
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
希

少
な
種
の
生
息
・
生
育
区
域
の
保
全
、
林

木
遺
伝
資
源
保
存
林
等
の
生
息
域
内
保
存
、

生
物
多
様
性
に
係
る
専
門
家
の
育
成
等
を

総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
、
森
林
・
林
業
関
係
者
の
み
な
ら

ず
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
の
理
解
と

参
画
を
得
つ
つ
、
来
年
の
「
国
際
生
物
多

様
性
年
」、
そ
の
翌
年
の
「
国
際
森
林
年
」

を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
提
言
内
容
に
つ
い
て

具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。
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